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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

あなたの支えは何ですか？ 私たちの支えは、「あなた」です。

臨床検査技師・作業療法士・
臨床工学技士・社会福祉士も
募集しています

院内保育所「ひまわり」

看護職員募集看護職員募集

件数内訳 平成23年8月末 前年比
総件数 326件 －3件
　人身事故
（うち高齢者）

40件
（14）

－2件
（＋1）

　　死　者
（うち高齢者）

3人
（3）

＋1人
（＋2）

　　傷　者 50人 ＋6人
　物損事故 286件 －1件

９月の納税

編
集
後
記

国民健康保険税▶２期
納 期 限▶９月30日（金）
口座振替▶９月26日（月）

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

７月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ８月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,444人 6 15 － 9 21 20 1 12,436人 － 8人
女 13,643人 6 16 －10 19 24 －5 13,628人 －15人
合　計 26,087人 12 31 －19 40 44 －4 26,064人 －23人
世帯数 8,233世帯 8,233世帯 0世帯

人口の動き

　

長
か
っ
た
夏
休
み
も
終
わ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
登
校
風

景
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
気

候
も
よ
う
や
く
秋
め
い
て
き

て
、
こ
れ
か
ら
稲
刈
り
が
本

格
的
に
始
ま
り
ま
す
。

　

今
年
も
勝
山
の
夏
を
彩
っ

た
「
勝
ち
山
夏
物
語
」
の
特

集
を
組
み
ま
し
た
。特
に「
か

ち
や
ま
ワ
ッ
シ
ョ
イ
２
０
１

１
」
は
10
周
年
を
迎
え
、
参

加
16
チ
ー
ム
が
熱
い
演
舞
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
写
真

も
多
く
載
せ
ま
し
た
の
で
、

夏
の
思
い
出
の
一
つ
と
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

秋
の
風
物
詩
で
あ
る
赤
と

ん
ぼ
が
、ど
こ
で
生
ま
れ
て
、

ど
こ
か
ら
来
る
の
か
皆
さ
ん

は
ご
存
知
で
す
か
？
勝
山
市

で
は
日
本
の
原
風
景
で
あ
る

赤
と
ん
ぼ
を
守
り
、
子
ど
も

た
ち
に
残
し
て
い
く
た
め
の

取
組
み
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
来
月
号
に

掲
載
予
定
で
す
。

青春ING

田 中　俊
とし

 成
あき

 さん（21）＝北郷町東野＝

　平成23年勝山市成人式実行委員の委員長を
務めた田中さんは、「自分たちも勝山のため
に何かできないか」と考え、成人式実行委員
のメンバーと２つのまちづくり団体を市エコ
ミュージアム協議会の「わがまち魅力醸成事
業」に参加して立ち上げました。
　１つは「勝山BB'S（ビービーズ）」。若者
向けの勝山の情報を掲載する携帯サイトを作
成して運営するために、情報発信に向けた準
備を行っています。
　もう１つは「勝山B級グルメ開発会」。グ
ルメの視点から勝山を有名にするために、勝
山の食材を使ったB級メニューを開発してい
ます。
　田中さんは勝山BB'Sの代表を務め、また
勝山B級グルメ開発会のメンバーとしても活
動し、「B-1グランプリに出場して、ぜひ優勝
したい」とやる気に満ちていました。
　勝山市の若者によるエコミュージアムの新
しい力に期待しています。

勝山BB’S代表の田中さん（写真右）と
勝山B級グルメ開発会代表の石川雅博さん

成人式実行委員会をきっかけに
エコミュージアムに参加
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勝山市チーム

10周年記念賞 写真：上「4351　It’s　all　right!!」
 写真：左「Four　Three　Comeon’s ★」

鹿谷童子

蝶よ花よ組

KONJIKI

４０℃

乱武ＯＨＡＮＡ

百花繚乱

弾ける笑顔！弾ける笑顔！
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今
年
で
10
回
目
の
記
念
大
会
と

な
っ
た
「
か
ち
や
ま
ワ
ッ
シ
ョ
イ

２
０
１
１
」
が
元
禄
線
と
ゆ
め

お
ー
れ
広
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
市
内
外
か
ら
16
チ
ー
ム

５
１
３
名
が
参
加
し
、
熱
い
演
舞

を
披
露
し
ま
し
た
。
沿
道
や
ゆ
め

お
ー
れ
広
場
で
は
、
多
く
の
観
客

が
訪
れ
て
、
お
目
当
て
の
チ
ー
ム

な
ど
に
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に

は
２
年
連
続
で
「
極
舞
人
」（
福

井
市
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
上
位

の
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

勝
山
の
夏
燃
え
る
！

今年も　　えた！も　　えええええも　 えええええ燃燃

準グランプリ　酔・舞・心

第3位　旭町体協チーム・ザ・夏KA舞BU喜KI

かちやまワッショイ2011結果表
順　位 チ　ー　ム　名 備　考

グ ラ ン プ リ 極舞人（ごくぶと） 福 井 市
準 グ ラ ン プ リ 酔・舞・心（すいぶしん） 勝 山 市
第 ３ 位 旭町体協チーム・ザ・夏KA舞BU喜KI 勝 山 市
かちやまワッショイ
10周 年 記 念 賞 4351　It's all right!! 坂 井 市

かちやまワッショイ
10周 年 記 念 賞 Four Three Comeon's★ あわら市

グランプリ　極舞人（ごくぶと）グランプリ　極舞人（ごくぶと）

10周年記念年 念年記記念念

かちやまワッショイ２０１１かちやまワッショイ２０１１
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被
災
者
の
心
の
支
え
に

陸
前
高
田
市
へ

陸
前
高
田
市
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

　地震直後に津波の映像をテレビで
見て、ぜひボランティアに参加した
いと思い、夏休みを利用して今回参
加しました。
　作業中に、通帳など被災者の大切
なものが見つかったときには、ボラ
ンティアに参加してよかったなと感
じました。

落
合　

良
太
さ
ん
（
20
）

＝
郡
町
１
＝

　

８
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で
、
陸
前

高
田
市
広
田
小
学
校
の
６
年
生
６
人

が
勝
山
に
滞
在
し
、
地
元
の
小
学
生

た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
保
護
者
か
ら
感
謝
の
お

手
紙
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介

ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
、
子
供
た
ち
が
大
変

お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
中
略
）

　

私
は
陸
前
高
田
地
域
振
興
㈱
と

い
う
職
場
に
お
り
、
高
田
の
振
興
の

為
に
何
と
し
て
も
存
続
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
、
勝
山
市
の

方
々
に
販
売
を
お
手
伝
い
頂
き
、

本
当
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
公
私
と

も
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
お
世
話
に
な

り
、
ど
の
よ
う
に
恩
返
し
し
た
ら
よ

い
も
の
か
思
索
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
、
子
供
た
ち
を
し
っ

か
り
根
の
張
っ
た
大
木
に
育
て
上
げ

て
い
く
と
共
に
、
成
人
に
な
っ
た
時

に
は
震
災
以
前
よ
り
も
自
慢
で
き

る
町
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

陸
前
高
田
市
等
復
興
支
援
実
行

委
員
会
が
東
日
本
大
震
災
被
災
地

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
市
内
外
か
ら
23
人
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
23
人
は
、
８

月
20
日
か
ら
５
日
間
（
移
動
日
を

含
む
）、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
で

復
興
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、こ
の
活
動
の
費
用
に
は
、

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
「
勝
山

市
東
日
本
大
震
災
救
援
寄
附
金
」

が
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
と
き
の
活
動
の

様
子
な
ど
を
ご
報
告
し
ま
す
。

 

残
る
津
波
の
爪
跡

　

20
日
の
早
朝
に
行
わ
れ
た
出
発

式
の
後
、
片
道
11
時
間
を
か
け
て

陸
前
高
田
市
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

同
市
で
は
日
替
わ
り
で
気
仙

町
、
広
田
町
、
小
友
町
を
拠
点
に

し
て
、
草
刈
り
や
瓦が

礫れ
き

の
撤
去
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
津
波
に
よ
っ

て
被
害
を
受
け
た
田
畑
は
広
範
囲

に
わ
た
っ
て
お
り
、
ガ
ラ
ス
片
を

含
ん
だ
瓦
礫
が
散
乱
し
、
雑
草
は

生
い
茂
り
、
使
え
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
つ
ひ
と
つ
手
作
業
で
撤
去

す
る
中
で
、
身
分
証
や
写
真
な

ど
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

 

現
地
の
様
子

　

市
街
地
で
は
、
瓦
礫
が
山
の

よ
う
に
積
み
上
げ
ら
れ
、
重
機

で
そ
の
山
の
頂
上
を
崩
し
て
ト

ラ
ッ
ク
で
運
ぶ
た
め
の
準
備
作

業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
市
街
地
か
ら
離
れ
た
場
所

で
は
、
今
も
な
お
多
く
の
人
の

手
を
必
要
と
し
て
お
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全

国
各
地
か
ら
や
っ
て
来
ら
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
割
り
振
り
に

多
忙
を
極
め
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
同
セ
ン
タ
ー
の
職
員

は
「
瓦
礫
の
撤
去
は
、
重
機
な

ど
の
機
械
で
処
理
す
れ
ば
時
間

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
被
災
者

に
心
を
寄
せ
た
活
動
で
あ
り
、

被
災
者
の
心
の
強
い
支
え
と

な
っ
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

救
援
寄
附
金
の

　
　

受
付
期
間
を
延
長

　
「
勝
山
市
東
日
本
大
震
災
救

援
寄
附
金
」
の
受
付
期
間
を
来

年
の
３
月
末
ま
で
延
長
し
ま

す
。
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
８
月
末
で
約
６
９
０

万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
す
。

ボランティアに参加してボランティアに参加して

感
謝
の
お
手
紙

広報かつやま９月号 №682 　　 4

勝山市消防本部
勝山市消防署
発足50周年記念
行事関係

①記念式典の様子
②式典後に行われた
防災講演会
③福井県防災ヘリに
よる訓練も実施

幼年消防隊ドリル演奏

①

② ③

福井市消防音楽隊パレード

谷はやし込み行列

かち山ちょうちん登山

平泉寺歴史オリエンテーリング

白山禅定道トレイルマラソンン
　勝山の夏を彩る「勝ち山夏
物語」では、今年も様々なイ
ベントが市内各所で繰り広げ
られました。

大師山たいまつ登山

ふるさとの踊り大会（勝山城博物館）

勝山商工会議所創立60周年記念
納涼花火大会

かちまる市
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平
成
平
成
2323
年
度
年
度

　

勝
山
市
表
彰
式

　

勝
山
市
表
彰
式

地
方
自
治
功
労

地
方
自
治
功
労

村
田　

與
右
ヱ
門
（
77
）

＝
荒
土
町
新
保
＝

　

平
成
11
年
か
ら
長
年
に
わ
た
り

勝
山
市
議
会
議
員
と
し
て
、
市
民

福
祉
の
増
進
と
地
方
自
治
の
振
興

発
展
に
寄
与
さ
れ
た

清
水　

清
蔵
（
70
）

＝
鹿
谷
町
北
西
俣
＝

　

平
成
11
年
か
ら
長
年
に
わ
た
り

勝
山
市
議
会
議
員
と
し
て
、
市
民

福
祉
の
増
進
と
地
方
自
治
の
振
興

発
展
に
寄
与
さ
れ
た

福
祉
・
保
健
功
労

福
祉
・
保
健
功
労

石
塚　

ま
つ
ゑ
（
63
）

＝
野
向
町
薬
師
神
谷
＝

　

長
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童

委
員
と
し
て
、
要
援
護
者
の
自
立

厚
生
等
に
尽
力
し
、
地
域
福
祉
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
た

廣
田　

栄
治
（
56
）

＝
鹿
谷
町
保
田
＝

　

長
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童

委
員
と
し
て
、
要
援
護
者
の
自
立

厚
生
等
に
尽
力
し
、
地
域
福
祉
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
た

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ゆ
ー
あ
い
」

＝
郡
町
１
＝

　

長
年
に
わ
た
り
視
覚
障
害
者
の

方
へ
図
書
等
の
朗
読
テ
ー
プ
を
作

成
し
届
け
る
等
、
障
害
者
福
祉
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
た

産
業
功
労

産
業
功
労

塩
見　

聡
（
58
） 

＝
元
町
１
＝

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
商
工
会
議

所
議
員
と
し
て
、
そ
の
要
職
を
務

め
、
商
工
業
の
発
展
と
地
域
振
興

に
寄
与
さ
れ
た

消
防
・
交
通
功
労

消
防
・
交
通
功
労

山
内　

强
一
（
63
）

＝
遅
羽
町
嵭
崎
＝

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し

て
、
献
身
的
な
活
動
に
よ
り
防
火

思
想
の
普
及
、災
害
防
止
に
努
め
、

市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

石
橋　

良
一
（
60
）

＝
元
町
２
＝

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し

て
、
献
身
的
な
活
動
に
よ
り
防
火

思
想
の
普
及
、災
害
防
止
に
努
め
、

市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

山
内　

剛
三
（
70
）

＝
鹿
谷
町
保
田
＝

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
協
会

役
員
と
し
て
、
安
全
看
板
の
設
置

等
献
身
的
な
活
動
に
よ
り
交
通
安

全
思
想
の
普
及
、
事
故
防
止
に
努

め
、
市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ

れ
た

西
浦　

憲
雄
（
69
）

＝
荒
土
町
堀
名
中
清
水
＝

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
指
導
員
と

し
て
、
街
頭
指
導
等
献
身
的
な
活

動
に
よ
り
交
通
安
全
思
想
の
普

及
、
事
故
防
止
に
努
め
、
市
民
生

活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

上
山　

利
幸
（
60
）

＝
平
泉
寺
町
大
渡
＝

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
指
導
員
と

し
て
、
街
頭
指
導
等
献
身
的
な
活

動
に
よ
り
交
通
安
全
思
想
の
普

及
、
事
故
防
止
に
努
め
、
市
民
生

活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

　

市
制
施
行
記
念
日

の
９
月
１
日
、
教
育

会
館
で
「
勝
山
市
表

彰
式
」
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
地
方
自
治

や
福
祉
・
保
健
な
ど

の
各
分
野
で
功
績
の

あ
っ
た
個
人
や
団
体

に
対
し
、
山
岸
市
長

か
ら
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ

た
皆
さ
ま
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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新
市
議
会
議
員
の
ご
紹
介

　

勝
山
市
の
今
後
４
年
間
の
舵

取
り
を
担
う
、
16
人
の
新
し
い

市
議
会
議
員
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

今
回
の
市
議
会
議
員
選
挙

は
、
７
月
31
日
の
告
示
日
に
お

い
て
、
立
候
補
届
出
者
が
議
員

定
数
の
16
人
を
超
え
な
か
っ
た

た
め
、
無
投
票
当
選
と
な
り
ま

し
た
。

　

新
議
員
の
内
訳
は
現
職
12

人
、
新
人
３
人
、
元
職
１
人
で
、

党
派
別
で
は
自
由
民
主
党
１

人
、
日
本
共
産
党
２
人
、
公
明

党
１
人
、
無
所
属
12
人
で
す
。

　

ま
た
、
男
女
別
で
は
男
性
14

人
、
女
性
２
人
と
な
り
、
勝
山

市
議
会
と
し
て
複
数
の
女
性
議

員
が
誕
生
し
た
の
は
初
め
て
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
し
い
議
長
、
副
議

長
に
は
次
の
方
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

議　

長　
　

松
村　

治
門 

氏

副
議
長　
　

門　
　

善
孝 

氏

門　善孝（61）
長山町2丁目
無所属　当選2回

倉田源右ヱ門（71）
野向町北野津又
無所属　当選2回

松山　信裕（52）
芳野町２丁目
無所属　当選２回

山田　安信（53）
村岡町浄土寺

日本共産党当選５回

加藤　一二（75）
沢町２丁目

日本共産党 当選３回

北山　謙治（72）
沢町１丁目

無所属　当選７回

松本　忠司（56）
平泉寺町小矢谷
無所属　当選１回

山内　征夫（67）
鹿谷町本郷

無所属　当選２回

帰山　寿憲（54）
猪野口

無所属　当選2回

北沢　諭（60）
旭毛屋町

無所属　当選2回

松村　治門（43）
北郷町坂東島
無所属　当選３回

安居　久繁（68）
鹿谷町保田

自由民主党 当選5回

乾　章俊（67）
元町２丁目

無所属　当選2回

北川　晶子（58）
長山町１丁目
公明党　当選３回

下道　惠子（59）
荒土町北新在家
無所属　当選１回

丸山　忠男（66）
本町３丁目

無所属　当選１回

（
任
期　

平
成
23
年
９
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
８
月
31
日
ま
で

（
50
音
順
、
敬
称
略
）



9 　　 広報かつやま９月号 №682

平成23年度の事業経過平成23年度の事業経過
（ものづくり促進事業）（ものづくり促進事業）

恐竜フィギュア付き地元産物を使用した恐竜フィギュア付き地元産物を使用した
環境配慮型お弁当の設計・開発環境配慮型お弁当の設計・開発

フレッグ食品工業㈱
　地元の食材を使い、恐竜のフィギュアを付けた
お弁当を設計開発しています。「恐竜渓谷ふくい
勝山ジオパーク」の意義を伝えるため、単に「恐
竜」を語るに止めず、環境の変化により滅びた種
の見方から、自然の恵みを共に喜びあえるレシピ
を考えています。また、外箱のデザインには、「福
井県勝山市」が一目で解るようなストーリー性を
持たせたいと考えています。
　地元の方とのコラボレーションを大切にしなが
ら、秋の
イベント
には製品
化できる
ように頑
張 り ま
す。

勝山産食材を使った勝山産食材を使った
勝山ジオパーク・恐竜弁当の開発勝山ジオパーク・恐竜弁当の開発

アサヒフード㈱
　市内には一般的な幕の内弁当はあっても、お土
産的な持ち帰り弁当が全くありません。
　そこで、ご飯は勝山ジオパークロゴを型取り、
かまぼこは恐竜の形、たまご焼きにはイメージ
キャラクターの「チャマゴン」「チャマリン」の
焼印を押し、これに季節を感じさせる地元の食材
を豊富に使った弁当を作ります。皆さんに試食し
ていただき、改良を重ね、地元の食材の消費拡大
と勝山の
イメージ
アップに
繋 げ ま
す。

問問　生活環境課（市役所2階）（☎88‐8104）　生活環境課（市役所2階）（☎88‐8104）
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平
成
平
成
2222
年
度
の
成
果

年
度
の
成
果
（
販
売
促
進
研
究
事
業
）

（
販
売
促
進
研
究
事
業
）

も
の
づ
く
り
に
挑
む
！

も
の
づ
く
り
に
挑
む
！

　

市
で
は
、
市
内
で
独
自
技
術
や
新
製
品
の
開
発
、
有
望
な

販
路
開
拓
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
企
業
等
の
事
業
者
を
育
成

す
る
た
め
、
そ
の
技
術
開
発
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
昨
年
度
、
こ
の
助
成
を
受
け
て
得
ら
れ
た
成
果

や
、
今
年
度
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
に
つ
い
て
の
経
過
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

勝山市ものづくり技術・研究開発支援補助金
対象事業▶
①ものづくり促進事業･･･ものづくりが新規性に富み、新技術を駆
使した優れた研究開発や新製品開発の試作
②販売促進研究事業･･･県内外で開催される展示会等に積極的に出
展し、自社の技術や製品の販路開拓の研究
対象者▶市内に事業所を有する中小企業者または中小企業団体
補助率・補助限度額▶
事業名 補助率・補助限度額

ものづくり
促進事業

補助対象経費の２分の１以内（上限は100万円）
※恐竜または恐竜渓谷ふくい勝山ジオパークをメインテー
マとする製品開発事業は、補助対象経費の３分の２以内

販売促進
研究事業

補助対象経費の２分の１以内（上限は50万円）
※恐竜または恐竜渓谷ふくい勝山ジオパークをメインテーマと
する製品の販売促進事業は、補助対象経費の3分の2以内
※２社以上が協働する販売促進研究事業については、上限
70万円

問　商工振興課（市役所2階）（☎88‐8105）

勝
山
の「
赤
ベ
コ
」を
目
指
し
て

勝
山
の「
赤
ベ
コ
」を
目
指
し
て

久
保
指
物
店

　

山
形
と
言
え
ば
「
こ
け
し
」、

福
島
と
言
え
ば
「
赤
ベ
コ
」。
こ

れ
ら
の
よ
う
に
、
勝
山
と
言
え
ば

「
○
○
」
と
い
う
も
の
を
作
り
た

い
と
思
い
、「
福
来
る
ク
ル
ク
ル

風
車
」
な
ど
を
開
発
し
ま
し
た
。

ま
た
、
三
重
県
伊
勢
市
や
長
野
県

駒
ヶ
根
市
な
ど
で
開
か
れ
る
ク
ラ

フ
ト
フ
ェ
ア
な
ど
へ
積
極
的
に
出

店
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

お
客
様
と
の
会
話
の
中
で
、
商

品
と
併
せ
て
勝
山
市
の
宣
伝
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

え
ご
ま
油
の
販
路
拡
大

え
ご
ま
油
の
販
路
拡
大

株
式
会
社
の
む
き
の
エ
ゴ
マ

　

商
品
価
値
を
高
め
る
た
め
に
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
改
良
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
田
舎
ら
し
さ
が
あ
り
、

か
つ
上
品
さ
を
表
現
し
、
水
滴
や

日
光
に
よ
る
劣
化
を
防
止
す
る
た

め
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
加
工
を
施
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
箱
の
接
触
に

よ
る
密
着
で
の
印
刷
の
滲
み
を
な

く
す
た
め
の
改
良
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
店
頭
で
の
販
売
だ
け
で

な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

郷
愁
を
届
け
た
い

郷
愁
を
届
け
た
い千

代
鶴

　

勝
山
の
野
菜
や
山
菜
を
使
っ
た

料
理
を
開
発
し
、
そ
れ
を
県
外
で

販
売
す
る
た
め
に
、
保
存
用
真
空

パ
ッ
ク
の
方
法
や
成
分
表
示
ラ
ベ

ル
等
に
は
大
変
苦
慮
し
ま
し
た
。

特
に
表
示
ラ
ベ
ル
は
、
保
健
所
等

の
適
合
規
格
の
取
得
の
た
め
に
再

三
修
正
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
れ
ら
を
乗
り
越
え
、

昨
年
の
夏
か
ら「
南
青
山
２
９
１
」

で
継
続
的
に
販
売
が
で
き
て
い
る

こ
と
は
、
大
き
な
自
信
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
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第５回第５回
歯みがきロボットコンテスト歯みがきロボットコンテスト

開催時間▶開 会 式　午前９時30分
　　　　　競技開始　午前10時
会　場▶越前大仏大仏殿
部　門▶
　①リモコン部門

（リモコン操作）
　　小学生の部、一般の部
　②自立部門

（プログラム制御）
　　中学生の部、フリーの部
その他▶次のイベントも行います
◆歯ブラシ供養（午前９時～正午）
　古くなった歯ブラシを供養します。また、新
しい歯ブラシと交換します。
◆恐竜のたまごをつくろう
　　石こうを使った工作を行います。

問　（社）福井県歯科医師会
　　Ｅメール　robocon@fda.or.jp
　　ホームページ　http://www.fda.or.jp
　　健康長寿課（すこやか）（☎87‐0888）

　市内には高技術力を基に魅力ある製品を造り、
社員を育て、地域経済を支えている企業が多くあ
ります。これら企業の技術や製品を、ぜひご覧く
ださい。
開催時間▶午前９時～午後４時
会　場▶（財）奥越地域地場産業振興センター
出展者▶市内に事業所を有する企業（12社）
内　容▶
①出展企業によるブース展示および体験・実験
コーナー
②スタンプラリー抽選会
③電気自動車、電動バイクの展示・試乗会
④自転車無料点検会（専門スタッフが無料で点
検や簡単な修理をします）
⑤ヤギとのふれあい体験　ほか
問　（財）奥越地域地場産業振興センター

（☎88‐3700）
　商工振興課（市役所２階） （☎88‐8105）

越前大仏もんぜん市越前大仏もんぜん市

開催時間▶午前10時～午後４時
会　場▶越前大仏門前町
出店内容▶手打ちそば、笹寿し、コロッケ、野菜、

木工品、清酒、フランクフルト、被災
地物品販売

その他▶当日、越前大仏の拝観料は無料
問　越前大仏（☎87‐3300）
　　観光政策課（市役所２階）（☎88‐8117）

　様々な教室やイベントを開催します。
開催時間▶午前９時30分～午後４時
会　場▶市営温水プール
内　容▶健康トレーニング体験教室（講習会）、
ヨガ・フラダンス・エアロビクス教室、リンパ
マッサージ、プール無料開放（午前10時～）、
水中教室、健康チェックコーナー（午前10時～）

　ほか

・問　健康長寿課（すこやか）（☎87‐0888）

第3回 勝山市産業展第3回 勝山市産業展 健康フェスティバル健康フェスティバル

秋の越前大仏周辺イベント秋の越前大仏周辺イベント

新設！ 健康トレーニングルーム
　トレーニング機器を
ご利用される場合、事
前に講習を受ける必要
がありますので、上記
のトレーニング体験教
室または特定日に開か
れる教室にご参加くだ
さい。
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皆
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し
て
！

　

私
は
新
し
い
国
際
交
流
員
の
、
小
原

マ
ー
ク
と
申
し
ま
す
。
ハ
ワ
イ
出
身
の
ア

メ
リ
カ
人
で
す
が
、
な
ぜ
名
字
が
漢
字
で

書
か
れ
て
い
る
か
と
言
い
ま
す
と
、
両
親

が
若
い
頃
に
日
本
か
ら
ハ
ワ
イ
へ
移
民
し

た
か
ら
で
す
。
高
校
は
現
在
の
ア
メ
リ
カ

大
統
領
、
オ
バ
マ
大
統
領
と
同
じ
プ
ナ
ホ

ウ
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。私
は
22
歳
で
、

今
年
の
５
月
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の

ボ
ス
ト
ン

カ
レ
ッ
ジ

を
卒
業
し

ま
し
た
。

そ
こ
で
は

国
際
関
係

を
専
門
と

し
、
特
に

経
済
に
つ

い
て
勉
強

し
ま
し
た
。

　

私
の
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
で
、
特
に
バ
ス

ケ
を
す
る
の
が
大
好
き
で
す
。
ま
た
、
最

近
パ
ル
ク
ー
ル
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
が
発

祥
で
、『
走
る
、
飛
ぶ
、
登
る
』
な
ど
の

動
き
を
通
じ
て
自
分
を
鍛
え
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
チ
ェ
ロ
を
５
歳
か
ら
弾

い
て
い
ま
す
。
小
学
校
か
ら
大
学
を
卒
業

す
る
ま
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
カ
ル
テ
ッ

ト
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
勝
山
市
の
新
た
な
国
際
交
流
員

に
選
ば
れ
て
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

勝
山
市
に
は
美
し
い
景
色
に
加
え
、
恐
竜

博
物
館
や
白
山
平
泉
寺
、
ス
キ
ー
場
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

私
は
国
際
交
流
員
と
し
て
、
勝
山
市
の

皆
さ
ま
に
ハ
ワ
イ
や
ボ
ス
ト
ン
、
ア
メ
リ

カ
本
土
の
文
化
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま

た
勝
山
市
や
日
本
の
文
化
を
教
え
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
お
互
い
の
ア
イ
デ
ア
を
共

有
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
一
緒
に
世
界
へ
視
野
を
広
げ

て
行
き
ま
し
ょ
う
！

第
8
代
国
際
交
流
員

　

マ
ー
ク
・
フ
ミ
ヒ
コ
・
オ
ハ
ラ

９月は市民提案月間

｢市長への手紙｣
テーマ「エコ環境都市を目指すには」

　来年、勝山で開催する「全国環境自治体会議かつや
ま会議」に向けて、勝山の環境をさらに良くしていく
ためのご意見やご提案をお聴きするため、「市長への
手紙」を募集します。
　皆さまからのお手紙をお待ちしています。
提出方法▶手紙、ハガキ、メールなど
手紙を送る際のお願い▶
１．必ず住所、氏名、電話番号の記載をお願いします。
匿名や無記名の方にはお応えできません
２．地域内のご要望や苦情などについては、各区長を
通してお申し出ください
手紙についてのお約束▶
１．記載された個人情報は、内容確認などの目的以外
には利用しません
２．お寄せいただいた手紙の要約を、広報紙や市のホー
ムページに掲載することがあります

問　〒911‐8501　勝山市元町１丁目１番１号
　　秘書・広報課 広報広聴グループ（℡88‐1114）
　　E-mail　kouhou@city.katsuyama.lg.jp

勝山市景観計画（案）の
公告縦覧

　勝山市景観計画の最終案を公告縦覧します。
　この最終案では、大規模行為の届出に対する変
更命令も可能としています。
　縦覧期間中は案に対する意見を提出することが
でき、提出された意見を付した最終案を勝山市都
市計画審議会で諮ることになります。

縦覧期間▶９月７日（水）正午～29日（木）正午
縦覧場所▶都市政策課、図書館、各公民館、市の

ホームページ
意見の提出方法▶郵送、FAX、メール、持参
意見の提出先▶都市政策課（市民会館２階）
問　都市政策課（市民会館２階）（☎88‐8108）
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STOP! 地球温暖化STOP! 地球温暖化
～市役所でどれだけの温室効果ガスが排出されているのだろう～～市役所でどれだけの温室効果ガスが排出されているのだろう～

　「地球温暖化対策の推進に関する法律」第21条および「勝山
市地球温暖化対策実行計画」に基づき、市役所の事務・事業で
排出する温室効果ガスを調べましたので、報告します。

一
般
家
庭
の

約
８
０
０
世
帯
分
を
排
出

　

昨
年
度
の
市
役
所
の
事
業
活
動

に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排

出
量
は
、
３
９
８
７
ｔ
で
し
た
。

（
表
１
参
照
）
こ
れ
を
一
般
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
る
量
に
換
算
す
る

と
、
約
８
０
０
世
帯
分
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸

化
炭
素
、
一
酸
化
二
窒
素
、
メ
タ

ン
、
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ

ン
）
別
の
排
出
量
で
は
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
が
最
も
多
く
90
％

以
上
を
占
め
、
そ
の
排
出
の
75
％

が
「
電
気
の
使
用
」
に
よ
る
も
の

で
し
た
。（
表
２
参
照
）

〝
エ
コ
通
勤
〞
で

　
　

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
削
減

　

市
役
所
で
は
、
職
員
が
エ
コ
通

勤
に
取
り
組
み
、
自
動
車
の
排
出

ガ
ス
の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
業
務
中
の
移
動
の
際
、

近
距
離
の
場
合
に
は
徒
歩
や
自
転

車
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
で
の

節
電
の
取
り
組
み

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
全
国
的

に
節
電
へ
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て

お
り
、
市
役
所
で
も
次
の
よ
う
な

形
で
節
電
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

上
記
の
と
お
り
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
は
、
そ
の
大
半
が
電
気

使
用
量
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
節

電
す
る
こ
と
で
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
抑
え
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。 

①
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
設
置
で

室
温
上
昇
を
防
止

　

市
役
所
農
林
部
お
よ
び
教
育
部

の
窓
に
ゴ
ー
ヤ
ー
の
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。
室

内
に
日
光
が
直
接
差
し
込
む
の
を

防
ぎ
、
室
温
の
上
昇
を
抑
え
、
エ

ア
コ
ン
の
使
用
量
を
減
ら
し
て
い

ま
す
。

②
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
期
間
延
長
・

エ
ア
コ
ン
の
温
度
設
定
28
℃

　

例
年
、
６
月
か
ら
９
月
末
ま
で

実
施
さ
れ
て
い
る
ク
ー
ル
ビ
ズ

（
軽
装
勤
務
）
を
、
今
年
は
５
月

中
旬
か
ら
10
月
末
ま
で
に
延
長
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
の
温
度
設
定

を
28
℃
に
徹
底
し
、
電
力
の
消
費

を
抑
え
て
い
ま
す
。

③
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
の
実
施

　

７
月
か
ら
９
月
の
毎
週
水
曜
日

に
、
午
後
６
時
以
降
の
全
庁
一
斉

消
灯
を
実
施
し
て
い
ま
す
。な
お
、

10
月
以
降
も
毎
月
第
１
水
曜
日
に

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
昼
休
み
の
消
灯
や
使
用

し
て
い
な
い
機
器
の
電
源
Ｏ
Ｆ
Ｆ

を
徹
底
し
、
さ
ら
な
る
節
電
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課（
市
役
所
２
階
）

（
☎
88
‐
８
１
０
４
）

燃料等別温室効果ガス排出量

勝山市役所の事業活動における
温室効果ガス別排出量

表２

表１

種　　　　類 排出量⒯

電 　 気 2,991

灯 　 油 251

下 水 処 理 250

Ａ 重 油 212

ガ ソ リ ン 106

軽 　 油 102

そ の 他 75

合　　　計 3,987

種　　　　類 排出量⒯

二酸化炭素（ＣＯ2） 3,730

一酸化二窒素（Ｎ2Ｏ） 174

メ　 タ　 ン（ Ｃ Ｈ4） 82

ハイドロフルオロカーボン（ＨＦＣ） 1

合　　　計 3,987
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第7回 勝山恐竜クロカンマラソン第7回 勝山恐竜クロカンマラソン
1010月3030日（日）

かつやま恐竜の森
申込締切　10月11日（火）

　当日、同会場にて君原氏に
よる講演会および実技指導が
行われます。
◆講 演 会　12:30～13:00
◆実技指導　13:00～14:00

ゲストランナー
かつやまマラソン大使

君原　健二 氏

　当日は園内の駐車場は利用できませんので、会場近くの
雁が原スキー場駐車場をご利用ください。
※シャトルバスでの送迎あり
・問　勝山恐竜クロカンマラソン実行委員会　
〒911-8501　勝山市元町１丁目１番１号
TEL 88-8114　FAX 88－1120　
URL http://www.city.katsuyama.fukui.jp/kurokan/top/top.htm

の

/top/top.htm

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

宝
く
じ
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
24
日（
木
）
開
場　

午
後
６
時
30
分

開
演　

午
後
７
時

会
場　

市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

弦楽／東京フィルハーモニー交響楽団
　　　メンバーによる弦楽アンサンブル
テノール／小野　勉
＜プログラム＞
〔モーツァルト〕アイネ・クライネ・

ナハトムジークより
〔チャイコフスキー〕弦楽セレナーデより
〔青島広志編曲〕唱歌の12 ヶ月より

“9月”、“10月”、“11月”ほか
指揮とお話とピアノ
青島　広志

入場料【全自由席（600席）】
　一　　　般　　２, ０００円（当日２, ５００円）
　高校生以下　　１, ０００円（当日１, ５００円）

＜チケットお取り扱い＞
　生涯学習・スポーツ課、各公民館、勝山サンプラザ（☎87‐2525）、
　サンライズプロモーション北陸（☎025‐246‐3939）、各コンビニ
　ほか

・問　生涯学習・スポーツ課（教育会館２階）（☎88‐8114）
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第
4
回　

危
険
な
生
物
と
の
つ
き
あ
い
方

　

自
然
と
の
距

離
が
近
い
勝
山

に
お
い
て
は
、

危
険
な
生
物
と

の
つ
き
あ
い
方

の
知
識
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
正

し
い
知
識
が
あ

れ
ば
、
危
険
を

事
前
に
回
避
で

き
る
た
め
、
不
必
要
に
怖
れ
る
こ
と
も
な

く
な
り
ま
す
し
、
万
一
被
害
に
あ
っ
て
も

冷
静
に
対
処
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
勝
山
で
気
を
つ
け
る
べ
き
主
な

生
物
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
マ
ム
シ
、
ヤ

マ
カ
ガ
シ
、ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
の
ハ
チ
類
、

ア
ブ
や
ブ
ユ
、
ド
ク
ガ
や
イ
ラ
ガ
な
ど
の

ガ
の
仲
間
、
ウ
ル
シ
の
仲
間
、
一
部
の
有

毒
植
物
や
キ
ノ
コ
類
な
ど
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
今
の
時
期
に
注
意
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
が
、
マ
ム
シ
、
ハ
チ
類
、

ガ
の
仲
間
、
ウ
ル
シ
な
ど
の
植
物
で
す
。

　

重
要
な
の
は
、
危
険
の
あ
る
生
物
か
ど

う
か
を
見
分
け
る
知
識
で
す
。
例
え
ば
ウ

ル
シ
な
ど
は
見
分
け
が
で
き
れ
ば
ま
ず
被

害
に
あ
い
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
服
装
に
つ
い
て
は
長
袖
長
ズ
ボ

ン
が
基
本
で
す
。
さ
ら
に
首
の
タ
オ
ル
、

帽
子
、
軍
手
、
長
靴
な
ど
で
、
ほ
と
ん
ど

の
生
物
か
ら
の
被
害
を
受
け
な
く
な
り
ま

す
。
と
に
か
く
皮
膚
の
露
出
を
避
け
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
マ
ム
シ
は
日

本
の
代
表
的
な
毒
蛇
で
す
が
、
攻
撃
範
囲

が
わ
ず
か
で
、
毒
牙
も
短
い
た
め
、
長
靴

を
履
い
て
さ
え
い
れ
ば
、
咬
ま
れ
る
ヘ
ビ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ハ
チ
に
つ
い
て
は
、

黒
い
も
の
を
狙
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
の

で
、
明
る
い
色
の
服
や
帽
子
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

　

万
が
一
の
た
め
に
、
是
非
持
っ
て
い
て

ほ
し
い
も
の
が
、
ポ
イ
ズ
ン
リ
ム
ー
バ
ー

と
い
う
毒
を
吸
引
す
る
道
具
で
す
。
こ
れ

は
ハ
チ
、
ア
ブ
、
ブ
ユ
、
ヘ
ビ
な
ど
に
咬

ま
れ
た
際
に
、
毒
の
影
響
を
軽
減
す
る
も

の
で
、
登
山
用
品
店
な
ど
で
入
手
で
き
ま

す
。
ま
た
、
マ
ム
シ
に
つ
い
て
は
、
血
清

が
福
井
社
会
保
険
病
院
に
常
備
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
携
帯
電
話
に
番
号
（
０
７
７

９
‐
88
‐
０
３
５
０
）
を
登
録
し
、
咬
ま

れ
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
で
き
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
特
に
保
護
者
や
学
校
関
係
者

は
迅
速
に
対
応
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

危
険
な
生
物
か
ら
目
を
そ
む
け
る
の
で

は
な
く
、
正
確
な
知
識
を
も
っ
て
的
確
に

見
分
け
、
迅
速
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
が
、
安
全
快
適
な
勝
山
ラ
イ
フ
を
送

る
た
め
の
必
須
事
項
で
す
。

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

市長となんでも
　　　語ろう会

と　き　10月4日（火）午後7時～9時
ところ　市民会館　大ホール
内　容　新体育館の建設について

まちづくりに関するご意見・ご提案をお待ちしています。
問　未来創造課（市役所２階）（☎88‐1115）（FAX88‐1119）
　　E-mail　mirai@city.katsuyama.lg.jp

　勝山市が、市民の自主的なスポーツ活動の場、国民体育大会などの
競技スポーツの場、健康増進施設、大規模災害時における避難所、大
規模イベント会場などとして、第５次勝山市総合計画の中で平成28年
の供用開始を目指している「新体育館の建設」計画について、市民の
皆さまと市長との話し合いをします。

チャイルドルームを
用意しています！

お子様連れの方も
気軽にご参加ください。
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勝JOYレポート勝JOYレポート
No.6

地域でがんばっている団体をご紹介します

　

勝
Ｊ
Ｏ
Ｙ
レ
ポ
ー
ト
の
第
６
弾
を
お
届

け
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
昨
今
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
に
合

わ
せ
て
、
無
理
な
く
地
域
活
動
す
る
「
平

泉
寺
町
婦
人
会
」
と
、
昔
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
仏
教
を
地
区
の
宝
と
し
て
大
切

に
、か
つ
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
す
る「
薬

師
神
谷
婦
人
会
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

婦
人
団
体
ご
紹
介

無理のない婦人会活動を

平泉寺町婦人会
受け継がれてきた仏教婦人会

薬師神谷婦人会

活動のきっかけ
　町の文化祭や敬老会、町民運動会や九頭竜ワーク
ショップへのボランティア活動、婦人学級や１日研修な
ど、年間を通して活動しています。また、各支部では地
区の清掃活動や花壇の苗植え・草取り、文化祭の作品作
りなどの活動をしています。

時代に応じた学習会
　婦人学級や１日研修は、現代に合った内容や研修とし
ています。最近は、AEDの学習会や太極拳、ヨガなど
健康に関することをバランスよく学習しています。ま
た、県内外の視察ができる１日研修には、たくさんの会
員が参加してくれています。

輪（和）がモットー
　以前はたくさんの会員がいて、あらゆる行事に婦人会
の力が大いに発揮されていましたが、現在は会員が減少
しています。
　そこで、会員で役割を分担し、一人ひとりが無理なく
楽しく婦人会に参加でき、その中で自然に笑みがこぼれ
て人と人の輪（和）に繋がることをモットーに頑張って
います。

　平泉寺町婦人会会長　前川のり子さん

活動のきっかけ
・夕涼み会やコスモス祭り、敬老会でのお手伝い
・文化祭の出品や地区の掃除、花壇作り
・仏教婦人会　　など

仏教婦人会とは
　年に一度、地区の方が集まり、“ごえんさん”（住職）
からお経やお説教をいただいたあと、婦人会員が自宅で
採れた野菜を持ち寄り、調理した数々の料理でおもてな
しをします。
　何十年も前から班の当番制で行われてきた仏教婦人会
は、母から娘へ、姑から嫁へ受け継がれてきました。し
かし、６年前から婦人会が地区の行事として行っていま
す。地区の方との交流と親睦を深めるこの行事を、地区
の宝として大切に引き継いでいきたいと思っています。

今後の活動
　会員同士が行事を分担・協力し、また料理などを教え
たり教えられたりできる“和気あいあい”をモットーと
して、笑いの絶えない婦人会活動をしていきたいと思い
ます。

薬師神谷婦人会支部長　石塚直美さん

hisho
環境10%
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クマから身を守るためにクマから身を守るために

クマを引き寄せていませんか？クマを引き寄せていませんか？
・家の周りに生ごみを捨てたり置いたりしない・家の周りに生ごみを捨てたり置いたりしない
・お墓の供え物は持ち帰る・お墓の供え物は持ち帰る
・キャンプや登山時などのごみは持ち帰る・キャンプや登山時などのごみは持ち帰る
※ごみの放置はクマの餌付けになります※ごみの放置はクマの餌付けになります

木の実やハチの巣の近くは注意！木の実やハチの巣の近くは注意！
・家の周りの収穫予定のない柿や栗などは撤去する・家の周りの収穫予定のない柿や栗などは撤去する
・近くにあるハチの巣は、放置せずに撤去する・近くにあるハチの巣は、放置せずに撤去する
※人間がいても好物があるところにはやってきます※人間がいても好物があるところにはやってきます

クマと遭わないためにクマと遭わないために
・早朝や視界の悪い時は外出しない・早朝や視界の悪い時は外出しない
・外出時には、鈴や笛など音が鳴るものを携帯する・外出時には、鈴や笛など音が鳴るものを携帯する
・クマの餌となる実（クルミなど）がなるところに・クマの餌となる実（クルミなど）がなるところに
は近寄らないは近寄らない

それでもクマに遭ってしまったらそれでもクマに遭ってしまったら
・とにかく落ち着くこと・とにかく落ち着くこと
・騒がず、決して走らず、ゆっくり後退する・騒がず、決して走らず、ゆっくり後退する
・子グマであっても、絶対に近寄らない・子グマであっても、絶対に近寄らない
・襲ってきたら急所を守る！・襲ってきたら急所を守る！
　（地面に伏せ、両手で首の後ろをガードし、頭と　（地面に伏せ、両手で首の後ろをガードし、頭と
首を守ってください）首を守ってください）

クマを目撃したら、市役所または警察署へ！
　林業振興課（市役所１階） ☎88‐8121
　勝山警察署  ☎88‐0110

　平成23年度の国民年金保険料は、月額
15,020円です。
　保険料のお支払いには、お得な前納制度を
ご利用ください。前納制度は、保険料を毎月
納める手間を省くだけでなく、保険料が割り
引きされるお得な制度です。

例） 10月分から平成24年3月分までの
 保険料の現金納付の場合
毎月納めると 9 0 , 1 2 0 円
前 納 す る と 8 9 , 3 9 0 円
割 引 額 730円

※納付期限は10月31日（月）です

　月額400円の付加保険料を納めると、将来
の老齢基礎年金に付加年金が加算されるお得
な制度（任意加入）です。
　付加年金の受給額は、200円×付加保険料
納付月数です。
例）付加保険料を10年間納付した場合

付加保険料 400円×10年（120月）
＝48,000円

付加年金額 200円×10年（120月）
＝24,000円（年額）

※付加年金を２年受給すれば、納付した保険
料と同額になります
※国民年金基金の加入者、免除該当者は加入
できません

前納制度で保険料が割引に！ 受給額が増える“付加年金”

ご存知ですか？ご存知ですか？
ちょっとお得な年金制度ちょっとお得な年金制度

年
金

問　市民課（市役所１階）（☎88‐8102）、福井年金事務所（☎0776‐23‐4518）

１、クマを引き寄せない
２、クマに遭わない
３、出遭ったら、興奮しない、させない

基
本
３
か
条

アライグマにも注意!アライグマにも注意!
　最近、市内にアライグマが増えてい
ます。他県でアライグマにかまれる被
害が発生していますので、見かけても
近寄らないでください。
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健康自立度調査より

　

介
護
予
防
で
元
気
に
ハ
ツ
ラ
ツ
と
！

　

介
護
予
防
で
元
気
に
ハ
ツ
ラ
ツ
と
！

〜
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
〜

　
「
年
を
と
っ
て
身
体
を
動
か
す

こ
と
が
お
っ
く
う
に
な
っ
た
」、

「
歯
が
抜
け
て
食
べ
物
が
食
べ
に

く
く
な
っ
た
」
な
ど
、
介
護
が
必

要
に
な
る
原
因
は
、
身
近
な
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

■
悪
循
環
を
断
ち
切
る

　

身
体
を
動
か
さ
ず
、
栄
養
が
不

足
し
た
り
し
て
筋
力
が
低
下
す
る

と
、
転
倒
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

転
倒
が
原
因
で
骨
折
す
る
と
、
そ

の
ま
ま
寝
た
き
り
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
、
ま
さ
に
悪
循
環
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す
た

め
に
も
心
身
の
老
化
の
サ
イ
ン
に

気
づ
き
、
介
護
予
防
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

※
健
康
自
立
度
調
査

　

平
成
23
〜
25
年
度
に
か
け
て
、

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
実
施
。

今
年
度
は
南
部
中
学
校
校
区
が
対

象
。

■
心
身
機
能
の
低
下

　

約
４
割
の
方
が
身
体
機
能
・
生

活
機
能
の
低
下
を
感
じ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
特
に
運
動

機
能
と
口
腔
機
能
、
お
よ
び
「
う

つ
」
や
精
神
面
で
気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

■
年
齢
別
で
は

　

65
〜
75
歳
の
年
代
で
も
、
約
2

割
の
方
が
何
ら
か
の
機
能
低
下
を

感
じ
て
お
り
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど

そ
の
割
合
は
増
え
て
い
ま
す
。

　

運
動
機
能
低
下
が
見
ら
れ
る

方
に
対
し
、
転
ば
な
い
か
ら
だ

づ
く
り
を
目
的
に
「
転
倒
予
防

教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
若

返
り
を
目
的
に
「
脳
活
き
活
き

教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
健
康
長
寿
！
一
番
体
操
教
室
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　

10
月
か
ら
平
泉
寺
荘
に
お
い

て
、
お
も
り
を
使
っ
て
足
腰
を

強
く
す
る
体
操
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
や
す
ら
ぎ
」（
す
こ
や
か
）

　

☎
87
‐
０
９
０
０

身体機能・生活機能低下の
ある人の割合

転倒予防教室の様子

悪循環を断ち切ろう！

病気や認知症
などの発生  

社会的・心理的な不安 
筋力の低下

エネルギーの減少 

年をとる 

運動不足になりがちさらに活動の減少 

老
化
の
サ
イ
ン
を

見
落
と
す
な
！

健
康
自
立
度
調
査
の

結
果
か
ら

介
護
予
防
事
業
の

取
り
組
み
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「日本男児」 「津波ものがたり」「男も更年期で
老化する」

長友　佑都／著
ポプラ社

山下　文男／著
　童心社

和田　秀樹／著
小学館

　５年前、明治大学のサッカー部の応
援で太鼓をたたいていた彼が、なぜ
世界一のクラブチーム・インテルに入
ることができたのか？今、最も“熱い”
男が、これまでの軌跡の全てを綴る。

　津波はどうして起こるのか？津波
のまえにはいつも引き潮があるの
か？大地震のあと津波がくるまでの
時間は？津波について、心得ておく
べき知識を分かりやすく説明する。

　ホルモンや神経伝達物質の減少な
どに伴って訪れる「更年期」をうまく
乗り切らないと、肉体も精神も老け込
んでしまう。どうしたら「老化の勝ち
組になれるか」その答えが本書にある！

「『守り人』の
すべて
シリーズ完全ガイド」

「そのこ」
「『うま味』を

発見した男」
～小説・池田菊苗～

上橋　菜穂子／著
偕成社

塚本　やすし／絵
晶文社

上山　明博／著
ＰＨＰ研究所

　女用心棒バルサと皇子チャグムの
運命を軸にしたハイファンタジー
「守り人シリーズ」のパーフェクト
ガイド。書き下ろし短編「春の光」
などを収録。

　ガーナという国には、学校に行くことも
できず、働きつづけるこどもがいる。「そ
のこ」はこどもなのに、お金をかせいで
いて、そのお金で、大人は食べ物を買う
のだ。「そのこ」の一日の様子を描く。

　「うま味」は「甘味」「酸味」「塩味」
「苦味」と並ぶ基本五味のひとつ。
それを世界で初めて発見し、「味の
素」の生みの親である化学者・池田
菊苗の波瀾万丈の生涯を描く。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

おすすめ図書おすすめ図書

大お
お

滝た
き

神
社
と
平
泉
寺

〜 

和
紙
の
里
の
神
様
は
川
上
御
前 

〜

（131）

　

大
滝
神
社
が
あ
る
と
こ
ろ
は
、
和
紙
の

里
の
権ご
ん
げ
ん現
山
（
大だ
い
と
く徳
山
）
の
麓
で
あ
る
。

こ
の
大
滝
神
社
は
「
大
滝
神
社
」
と
「
岡お
か

太も
と

神
社
」
の
二
座
か
ら
な
る
。
こ
の
二
つ

の
神
社
は
由
緒
が
あ
り
、
近
郷
の
人
々
の

信
仰
が
厚
い
。

　

さ
て
、
こ
の
地
で
和
紙
を
生
産
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
奈
良
時
代
ま
で
遡
る
こ

と
が
で
き
、
正
倉
院
に
残
る
写
経
の
用
紙

に
使
わ
れ
て
い
た
。
大
滝
・
定さ
だ

友と
も・
新
在
家
・

岩い
わ

本も
と

・
不お
い
ず老
の
五
か
村
を
ま
と
め
て
五ご

箇か

と
言
い
、
こ
の
地
で
奉
書
紙
や
鳥
の
子
紙

な
ど
の
上
質
な
紙
が
漉す

か
れ
て
き
た
。

　

そ
の
昔
、
大
滝
村
の
岡
本
川
の
上
流
の

神
宮
谷
に
一
人
の
少
女
が
現
れ
、「
紙
漉

き
（
製
紙
）
を
も
っ
て
生な
り

業わ
い

と
せ
よ
」
と

神
託
し
た
。
村
人
は
、
彼
女
が
地じ

主ぬ
し

神が
み

で

あ
る
こ
と
を
知
り
、
社
殿
を
建
て
岡
太
神

社
（
式
内
社
）
と
し
た
。
そ
し
て
こ
の
神

を
川か
わ

上か
み

御ご

前せ
ん

と
尊
称
し
、
紙し

祖そ

神し
ん

（
紙
の

神
様
）
と
し
た
。

　

ま
た
大
滝
神
社
は
白
山
信
仰
の
中
心
で

あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
大
滝
児ち
ご

権ご
ん

現げ
ん

社
ま

た
は
小こ

白は
く

山さ
ん

大
明
神
社
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
養
老
三
年
（
七
一
九
）、
越
の
大
徳

と
よ
ば
れ
た
泰
澄
大
師
が
こ
の
地
に
来

て
、
権
現
山
の
山
頂
付
近
に
大
滝
児
権
現

社
を
創
建
し
、
別べ
っ
と
う当
寺
と
し
て
大
滝
寺
が

建
立
さ
れ
、
社
僧
が
神
事
を
司
っ
た
。

　

大
滝
寺
は
近
郷
の
村
々
を
支
配
し
、
隆

盛
を
き
わ
め
た
。
中
世
の
大
滝
寺
に
つ
い

て
、
神
社
境
内
の
案
内
板
に
は
「
中
世
に

は
大
滝
寺
は
平
泉
寺
の
末
寺
と
な
り
、
四

十
八
坊
の
堂ど
う

塔と
う

伽か

藍ら
ん

が
山
頂
山
麓
に
並

び
、
社
僧
も
六
、
七
百
人
を
擁
し
て
隆
盛

を
極
め
、
神
領
七
十
余
町
、
日
野
川
以
東

の
村
落
四
十
八
ヶ
村
を
氏
子
と
す
る
に

至
っ
た
。」
と
あ
る
。
平
泉
寺
は
朝
倉
義

景
が
自
害
し
た
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）

の
翌
年
ま
で
大
滝
寺
を
差
配
し
た
。
現
在

の
大
滝
神
社
は
里さ
と
の
み
や宮
（
下し
も
の
み
や宮
）
と
奥
の
院

（
上か
み
の
み
や宮
）
か
ら
な
り
、
里
宮
の
本
殿
・
拝

殿
は
広
い
境
内
に
偉
容
を
誇
り
、
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
、
ま
た
奥
の
院
に
は
大

滝
神
社
と
岡
太
神
社
の
社
殿
が
建
っ
て
い

る
。 

文
化
財
保
護
委
員　

佐
野
光
臣奥の院の大滝神社の社殿

大滝神社（里宮）と権現山
（奥の院）地図

（奥の院）（奥の院）
（
里
宮
）

（
里
宮
）
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地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

防
災
士
養
成
講
座
始
ま
る

■
８
月
27
日　

教
育
会
館

　防災士養成講座の開講式が行われ、市内か
ら184人が参加しました。
　記念講演の後、資格取得に必要な普通救命
講習が行われました。
　講座は11月に３回開催され、最終日に資格
試験が実施されます。

市
内
の
国
登
録
文
化
財

登
録
証
と
プ
レ
ー
ト
を
交
付

■
８
月
12
日　

料
亭
板
甚
蔵
座
敷　国登録文化財に指定された「料亭板甚蔵屋

敷」（本町２丁目）に、市から文化庁の登録証
とプレートが交付されました。
　同時に国登録文化財になった深谷家住宅洋
館（元町１丁目）、旧料亭花月楼（本町２丁目）
にも８月24日に交付されました。

災
害
へ
の
対
応
力
強
化
へ

集
団
災
害
訓
練
を
実
施

■
８
月
31
日　

旧
エコ・マ
ー
ケ
ッ
ト
駐
車
場

特
別
展
開
催
中

「
大
坂
加
番　

仰
せ
つ
け
ら
れ
候
」

■
７
月
24
日
〜　

勝
山
城
博
物
館

　短時間で多数の負傷者が出たとの想定で、
集団災害訓練が市医師会、永平寺町消防本部、
奧越健康福祉センターも参加し行われまし
た。

　江戸時代に勝山・大野両藩が大坂城の警備
（加番）を何度も務めていたことが分かる資料
などが多数展示されています。
　特別展は、10月10日まで毎日開催されてい
ます。

過去最高の全国３位！勝山南部ジュニア報告会
■８月５日　勝山市役所

イワナの手づかみ大はしゃぎ！関西学院大学ワンゲル部と交流会
■８月24・25日　東山いこいの森キャンプ場

　7月末に京都府長岡京市で開催されたバドミントンの第
27回若葉カップ全国小学生大会男子の部で、クラブ史上
過去最高の３位入賞を果たした勝山南部ジュニアのメン
バー８人が、山岸市長に報告のため市役所を訪れました。
　山岸市長は「７年後の福井国体を目指して頑張ってく
ださい。」とエールを送りました。

　勝山市と交流がある関西学院大学ワンダーフォーゲル
部の学生たちが、市内の小学生17人と１泊２日のキャン
プで交流しました。この事業は８年目を迎えています。
　子どもたちは元気いっぱいで、学生たちとドッジビー
やイワナのつかみ獲りを楽しみ、夕食の準備も力を合わ
せて行いました。


